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問題：次の慣用句の正しい読み方を書き、意味を線でつなぎなさい。 

熟 語      読 み 方            慣 用 句 の 意 味 

虎の子     （          ） ・  ・ 機会をねらって油断なく形勢をうかがうこと 

  虎の威を借りる狐（          ） ・  ・ 他人の権勢をかさに着ていばること 

  虎視眈々    （          ） ・  ・ 非常に恐ろしいこと 危険な事 

虎の緒を踏む  （          ） ・  ・ 大切な物 手元から離さないもの 

《解答は次回》 

 

令和 2年 2月 2日、ワシントン日本商工会主催

の新春まつりに本校の合唱クラブ、筝クラブの生

徒と共に参加してきました。初めに登場したのは

筝クラブ。息の合った筝曲「さくら」で会場に花

を添えました。続いて演壇に登った合唱クラブ

は、校歌をはじめ、春の小川、おぼろ月夜等の

「春の歌メドレー」を披露。会場から大きな拍手

をいただきました。また、放課後活動で技を磨く

ワシントンジャバニーズチアリーダーや琉球太鼓

のメンバーもステージに上がるなど日本語学校の

生徒の活躍が光りました。. 

会場の壁には、本校の子どもが描いた絵が飾ら

れていたほか、売店やゲームコーナーでも本校の

在校生や卒業生、保護者の皆さんがボランティア

としてこのイベントを支える等、本校がワシント

ン D.C. における日本人コミュニティ―になくて

はならない存在であることを再認識しました。 

企画・運営に汗を流してくださった皆様に心よ

り感謝の意を表します。 

http://www.wjls.org/
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ここに掲載されている会社・団体を利用したことによって生じたいかなる損害に対しても、ワシントン日本語学校管理運営委員会は一切責任を負うものではありせん。



 

 

解答：馬耳東風    （はじとうふう）   人に意見や批判を全く気にかけず受け流すこと 

   馬齢を重ねる（ばれいをかさねる） これといったこともせず、ただ年をとること 

尻馬に乗る （しりうまにのる）  他人の言動に乗って軽はずみなことをすること 

馬の骨   （うまのほね）    素性のわからない人をあざけって言う言葉 

解説：東風は春風の意。馬は春風が吹くと春に向けての準備をする人と異なり反応することはない。「馬耳東

風に聞き流す」「馬耳東風な態度」のように使う。馬齢を重ねるは「ただ年をとる」という意味で使う

が、「六十になるが単に馬齢を重ねただけである」のように謙遜の意味で使う。尻馬＝他人の馬に同乗

すること。「つい、尻馬に乗ってしまった」などと言う。これも人に向かって使うと悪口になる。馬の骨

は人をののしる言葉ですから、使えない言葉としておきましょう。 

 

あしながおじさんへ 
ーお礼状を送付しますー 

 この 10 年ほど、毎年 50 冊の本を匿名でプレ

ゼントしていただいている「あしながおじさん」。 

昨年末、今年も本が届けられたことをお伝えしま

したが、現在それは、毎週全てが貸し出し中とな

るほど超人気の本となりました。 

この度、図書委員会の生徒が感謝の気持ちを込

めてお礼の手紙を書きました。今週、それらを発

送する予定です。子どもたちの感謝の気持ちがあ

しながおじさんに届くこと、そして、日本語学校

の生徒が通算で 500 冊近くになる「あしなが文

庫」を活用し、日本語に親しんでくれることを願

っています。 

 

  

日時；令和 2年 2月 15 日(土) 9:30 より 

会場：カフェ１ 

内容：校長によるプレゼンテーション 

○「共働学習」実施スケジュール 

○ 小学部低学年の学習について 

○ 小学部中・高学年の学習について 

○ 中学部の学習について 

○ 質疑・懇談 

 

本年度の授業日一覧で予告しておりました通り、

以下の要領で「校長との座談会」を開催いたします。 

保護者の皆様と直接語り合う数少ない機会のひ

とつです。ご多用中とは存じますが、ご参会くださ

いますようお願いいたします。 




